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　19)歯科医療現場における方言使用
　　　　　　○ 中沢 紀子1,高橋 和裕2,齋藤 高弘3
　　　(奥羽大 ・歯 ・教養教育1,放射線診断2,診療科学3)
【目　 的】近年,言 語研究者 ・医療従事者の間で,
医療 と言葉 の関係,医 療従事者の コ ミュニケー
ション能力について議論がなされている。医療従
事者と患者の方言使用についても,議 論が必要な
問題として捉えられている。では,臨床実習を目
前に控える4年生や現在臨床研修を行っている歯
科医師は,医 療現場における方言の使用について
どのように考えているのであろうか。そこで,歯
科医療現場 における方言使用についてのアンケー
トを実施 したので報告 した。
【調査方法】奥羽大学歯学部4年 生 ・臨床研修を
行ってい る歯科医師 を対象 にア ンケー ト調査を
行った。 アンケー トでは,4つの項 目(問1～4)
を設定 した。問1で は,「方言 」についてのイメー
ジについて自由記述(2つ)を 求めた。問2・3
は,医 療現場 における方言使用の是非に関する項
目である。問2は,医 師の方言使用についての是
非を,問3は将来 自分が歯科医師になった場合(4
年生)も しくは現在(臨 床研修歯科医師〉,方言
を使用す るのかどうかを,5段階評定で行 った。
また,問2に ついては,選 択 した回答に対する理
由も記述 してもらった。
【調査結果】方言のイメージ(問1)を 聞く項 目
では,評 価に関わる言葉が多いという傾向がみ ら
れた。「親 しみやす さ」・「懐か しさ」 といったプ
ラス評価の言葉 がみ られる一方,「ださい」・「聞
き取 りにくい」・「わか らない」 といったマイナス
評価の言葉も導出された。
　歯科医師の方言使用を巡 る調査では,理 想と現
実のギャップが窺 える結果 となった。「歯科医師
が方言 を使用すべ きかどうか」(問2)を 問う調
査では,4年 生 ・歯科医師 ともに 「時々使用すべ
きだ」の項 目を回答 した被験者が最 も多いという
結果であった。ところが,実 際に臨床研修歯科医
師が現場で方言を使用 しているかというと,殆 ど
の歯科医師は 「全 く使用 しない」「あまり使用 し
ない」を選択 していた。この歯科医師の選択の矛
盾は,方 言の利点を理解 しつつ も,聞 き間違い等
による医療事故を防がなくてはならないとい う気
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持ちが結果として表れたと捉 えられよう。
【結　論】アンケー ト調査 を基に,以 下の2点 に
ついて提言を行った。①(医 療現場の課題)方 言
を話すことが出来な くても,地域の方言を理解す
ることは重要である。少なくとも,歯 科の分野で
使われそうな方言の把握が必要であり,方言ガイ
ドラインなどの作成が求められる。②(歯 学生教
育〉方言にはメ リット・デメリットが存在す るこ
とを教育する。
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